











































































































F1 性別　F2 年齢　F3 経験年数　F4 担当教科　F5 所属校における同一教科の教師人数












































































Q8_02 「生徒が主体的に学べる授業」を組み立てることについて .963 −.063 −.067
Q8_03 「生徒が協働して学べる授業」を組み立てることについて .918 −.059 −.055
Q8_01 教材を分析し授業を組み立てることについて .791 .018 −.018
Q8_06 「生徒の興味・関心を引き出す授業」を組み立てることについて .720 .103 −.013
Q8_04 「大学等への進学、あるいは就職を考えた授業」を組み立てることについて .545 .090 .183
Q8_05 「中学校の学習事項を踏まえた授業」を組み立てることについて .494 .045 .250
Q8_15 保護者との円滑な関係の構築について −.033 .920 −.039
Q8_14 保護者への報告や連絡の仕方について −.098 .908 −.008
Q8_13 生徒と保護者との三者面談について .021 .865 −.050
Q8_11 ホームルーム経営について .184 .669 −.123
Q8_16 担任をしているホームルームや、担当している部活動等の保護者会の運営について −.074 .638 .250
Q8_09 学校の実情に合わせた生徒指導について .158 .508 .090
Q8_18 学年や分掌（教務課、進路課、生徒課等）の業務を改善しようとすることについて −.015 −.041 .910
Q8_17 学年や分掌（教務課、進路課、生徒課等）の業務の確実な遂行について .019 .023 .848












第1因子 1.000 .531 .499
第2因子 .531 1.000 .599





































Q10_02 「生徒が主体的に学べる授業」を組み立てることについて .948 −.058 .002
Q10_03 「生徒が協働して学べる授業」を組み立てることについて .947 .023 −.085
Q10_05 「中学校の学習事項を踏まえた授業」を組み立てることについて .768 .090 −.164
Q10_06 「生徒の興味・関心を引き出す授業」を組み立てることについて .756 −.014 .154
Q10_01 教材を分析し授業を組み立てることについて .723 −.041 .124
Q10_04 「大学等への進学、あるいは就職を考えた授業」を組み立てることについて .605 .051 .122
Q10_14 保護者への報告や連絡の仕方について .021 1.052 −.159
Q10_13 生徒と保護者との三者面談について .025 .836 .046
Q10_15 保護者との円滑な関係の構築について −.009 .834 .071
Q10_16 担任をしているホームルームや、担当している部活動等の保護者会の運営について .007 .593 .231
Q10_17 学年や分掌（教務課、進路課、生徒課等）の業務の確実な遂行について −.056 −.057 .989
Q10_18 学年や分掌（教務課、進路課、生徒課等）の業務を改善しようとすることについて .035 −.012 .848
Q10_09 学校の実情に合わせた生徒指導について .082 .103 .633
Q10_11 ホームルーム経営について −.020 .368 .531












第1因子 1.000 .545 .597
第2因子 .545 1.000 .674





























































































































































****: p<.001,  ***: p<.01,  **: p<.05,  *: p<.1













































































































****: p<.001,  ***: p<.01,  **: p<.05,  *: p<.1



































































































































































 ****: p<.001,  ***: p<.01,  **: p<.05,  *: p<.1


































































































































 ****: p<.001,  ***: p<.01,  **: p<.05,  *: p<.1
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（8）諏訪英広，1995，「教師間の同僚性に関する一考察　～ハーグリーブス（Hargreaves, A）による教師文化論を手が
かりにして～」，『広島大学教育学部紀要』第一部（教育学），第44号，pp.213–220.
（9）例えば，島田希，2013，「若手教師の成長を促すメンタリング機能の類型化」，『高知大学教育実践研究』第27巻，
pp.43–50.
（10）佐藤学，1993，「教師の省察と見識＝教職専門性の基礎」，『日本教師教育学会年報』第2号，pp.20–35.
（11）中堅教師を採用から10年程度としたのは，2，3校の経験を積み教員としての充実期を迎えること，これまでの
10年経験者研修において中堅意識の涵養を促してきたこと，そして，教育公務員特例法改正（平成29年4月施行）
により10年経験者研修が中堅教諭等資質向上研修に変わったという対応関係などによる。
（12）22項目のうちの8項目を除外したのは次のような理由による。まず，「20 効率的な学校運営に貢献しようと，
意欲をもって行動することについて」，「21 同僚教師との人間関係について」，「22 教職全般にわたる意欲や情熱
について」の3項目は情意面に関わることで具体的な校務内容とは言えないため除外する。次に，「12 生徒との個
別面談について」と「13 生徒と保護者との三者面談について」の2項目間で Pearsonの相関係数を見ると .849と
非常に大きく，この2項目はほぼ同等の内容を聞いていると考えて前者を除外する。最後に，「7 ICT機器の授業
への効果的な活用について」，「8 板書の方法について」，「10 発達障害も含む特別な支援を必要とする生徒への対
応について」，「19 部活動指導について」の4項目については，全22項目で主成分分析を施した結果により，これ
らは縮約された第1主成分の負荷量が小さい下位4項目になっており，中堅教師から学びたい校務内容の因子抽出
には適さないと判断し除外する。
（13）22項目のうちの8項目を除外したのは，若手教師が中堅教師から学びたい校務内容についての因子抽出におい
て絞った14項目と同等の項目を使って，中堅教師が若手教師に助言したい校務内容についても因子抽出をするこ
とで，「若手教師が中堅教師から学びたい」ことと「中堅教師が若手教師に助言したい」ことの間で整合性をとっ
たという理由による。
（14）従属変数は，若手教師については，表4で見た中堅教師から学びたい校務内容の3因子である「教科指導の被助
言志向」，「保護者対応と生徒対応の被助言志向」，「教科外校務の被助言志向」の3つとし，中堅教師については，
表5で見た若手教師に助言したい校務内容の3因子である「教科指導への助言志向」，「保護者対応への助言志向」，
「教科外校務と生徒対応への助言志向」の3つとして，それぞれの因子得点を使用する。一方，独立変数は，下表
のとおり変数化した。
性別 男性を「1」，女性を「0」。
自己評価
「ある方だと思う」4点～「ない方だと思う」1点とし，若手教師の学びたい校務内容3因
子，中堅教師の助言したい校務内容3因子においてそれぞれ該当する質問項目の得点から
算出した平均得点を使用。
成長欲求
「とても身につけたい」4点～「あまり身につけたいと思わない」1点とし，若手教師の学
びたい校務内容3因子，中堅教師の助言したい校務内容3因子においてそれぞれ該当する
質問項目の得点から算出した平均得点を使用。
成長要因観 成長要因観に関する質問の回答結果から成長要因観因子を抽出し，その因子得点を使用。
助言や援助
の方法
助言や援助の方法について尋ねた4項目において，例えば，「全面的に」4点～「必要なこ
とだけ」1点として得点化。
理想の中堅
教師像
「なろうと思う」（若手）「なりたいと思う」（中堅）4点～「なろうとは思わない」（若手）「な
りたいとは思わない」（中堅）1点として得点化。
（15）従属変数は，若手教師については，表4で見た中堅教師から学びたい校務内容の3因子に対応させて「教科指導
の成長欲求」，「保護者対応と生徒対応の成長欲求」，「教科外校務の成長欲求」の3つとし，それぞれの成長欲求得
点を使用する。中堅教師については，表5で見た若手教師に助言したい校務内容の3因子に対応させて「教科指導
の成長欲求」，「保護者対応の成長欲求」，「教科外校務と生徒対応の成長欲求」の3つとし，それぞれの成長欲求得
点を使用する。一方，独立変数は，性別，自己評価，成長要因観，同僚性評価，若手教師評価（中堅教師のみ），
助言・援助の程度，被助言志向（若手教師のみ），助言志向（中堅教師のみ），の各回答結果を使用する。変数化の
方法は，注（14）の上表と同様である（詳細略）。
